
○施工目的

既設護岸施設の液状化防止

○施工概要

数量・仕様等

φ118mm　（注入管外径70mm）

32本/間隔：1.60x1.45～2.40m

8.60m

φ670mm/as=10%

項目

削孔径

施工本数/間隔

削孔長

換算改良径
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既設護岸および荷揚場の液状化対策として採用された静的圧入締固め工法

―  ＣＰＧ工法 ― 

荷揚げ場と一体となった護岸の液状化対策では

条件に合わせて適切な工法が求められます。特に、

タイロッドが設置されていたり、捨石や礫で埋め戻さ

れている条件では通常の締固め砂杭を適用できま

せん。流動性の高い材料では捨石部に流出してし

まうので、低流動モルタルを圧入するコンパクション

グラウチング工法(CPG工法）が採用されました。

タイロッドや控え矢板に近接していても悪影響を

与えることなく所定の締固めを達成できました。

砂杭工法における課題（狭隘地の施工、タイロッド間の圧入、捨石層の貫通など）を解決
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平面図

断面図

CPG工法の特長
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